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１． 研究背景と目的

１-１. はじめに 

2011年 3月 11日に発生した東日本大震災によって
東日本太平洋沿岸部の多くの町や集落が甚大な被害を受

けた。地震に伴う津波や原発事故の影響で、避難者数は

最大約 47万人に上った。震災発生から約 10年が経過
した現在では、徐々に復興が進みつつあるが、未だに

3.8万人もの人々が避難生活を送っており注１）、かつて

存在した地域コミュニティは大きな変容を被ることとな

った。

筆者らは、震災によって建物やインフラなどの街のハード

が失われただけでなく、土地や空間など地点情報と結びつい

ている街の記憶も復興の過程で失われることに着目し、大き

な被害を受けた町や集落の被災前の街並みを復元模型として

制作し、その模型を用いた対話型ワークショップを発災直後

より行ってきた。ここで得られた証言は、記憶の旗やつぶや

きとして保存され、被災前のまちの空間構成への理解を深め

るとともに、人々の心の中にある街の記憶を模型の上に記録

する方法を開発し、岩手県、宮城県、福島県の被災地でワー

クショップを継続的に行ってきた。

気仙沼市唐桑町大沢地区（以下、大沢地区）では2011年
8月から気仙沼みらい計画大沢チーム（神戸大学、横浜市立
大学、東北芸術工科大学、武庫川女子大学）が支援活動を開

始し、模型ワークショップだけでなく、集団移転後の具体的

なまちづくりの議論や土地利用等の課題に関して議論を進め

てきた。本研究では大沢地区で行われたワークショップで収

集された記憶を分析するとともに、大沢地区の場所性を形成

する屋号に注目して分析を進める。

１−２．既往研究

「失われた街」模型復元プロジェクト（以下、「失われ

た街 PJ」）は、震災直後 2011年 3月に発案され、以降

神戸大学槻橋研究室が中心となって全国の建築や街づく

りを専攻する大学研究室と組織した『「失われた街」模型

復元プロジェクト実行委員会』（以下、委員会）によって

制作・実行されてきた。2015年以降は、制作した復元模

被災地における地域の記憶の構成と場所性の変化に関する研究
－気仙沼市大沢地区でのワークショップにおいて収集された記憶の分析を通して－
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型を保 し、E地へZÃする事�を、「"±�団法人
る

さとの記憶ラ�」（以下、ラ�）がjい、委員会が模型制

作とワークショップのËKを行い現在に¯る。「失われた

街 PJ」の成|に関する研究としては、岩手県上Ð)Ì大

�町中心街を対Áに行ったワークショップの成|を分析

し、地域の空間0がどのようにmき7されているかを分

析した研究（槻橋、&、2014）１）や、気仙沼市大沢地区
を対Áとした研究としては、147 #`への���ン�¿

}から、震災以前の-�RからのÏ年のuらしの中で築

かれてきた-�の生活をin・分析することで、ÇÔと

の$�方法をtらかにした研究（?�、&、2014）�)が

ある。場所性のvrについての研究として、場所の空間

�性をtらかにし、場所性にFわ
たvr方法を模¤し

た研究（y上、&、2022）�)、また、屋号に関する研究

として、唐桑<島において地理的k�から屋号½cが地

理的�eをµしていることをtらかにした研究（)´、

&、2021）�)があるが、震災後の屋号の移転やそれに伴

う場所性の変;をtらかにした研究はない。 
本研究では、大沢地区で行われたワークショップで模

型に:まれた記憶の分析をÊして、大沢地区5で4xさ

れている記憶の場所とその変容をtらかにすると4に、

34的なsºだけでなく-まいが移転することによって

その場所性がどのように変容したかを、ÙC移転を経た

-�への���ン�とFわ
てtらかにすることを目的

とする。 
 
２．*6&"に��� 
 気仙沼市大沢地区は、N 1のように宮城県と岩手県の
県Rである気仙沼市の最北、唐桑<島の'け~の部分に

,¬する集落である。地N上に大沢という地Gはなく、

「�の¶、Î�下、Cの下、³À前、�、7_」からな

る地区の¨�である。地区5にはÕÍ沢川、TÉÅ川が

�れており、多くの沢があることから「大沢」という地

Gがつけられたという。集落からa��に×び7すよう

に7_があり、その北部には大沢��、=部には�場浜

とI�れる�浜があった。 

 震災前は人B 664人、-戸数 188 #`という構成であ

ったが、%Lの地震と津波で全S 138戸、<SÝ戸、"

部�oÞ戸、被害なし 47戸と、地区の約 75Ûが被災し
た。現在では 2  所のÒ災集団移転地がÙC移転1とし

てq.され、約 70 #`が移転している。 
 
F．4' !������3? 
大沢地区の模型はN 2に�す¡Mで·作され、F計 6

�ク��（ª] 500 分のÝ、1m�1mでÝ�ク��の模

型 6 �ク��分）、Ýkm�1.5kmの���の復元模型と

なっている。2011年 8月 7日から 11日にかけて行われ
た記憶の街ワークショップを�9りに、これまで 7 Lの

ワークショップ注１）が開かれている。これまでに行われ

たワークショップで模型上に立てられた旗の¨数は 807
本、模型をM�で-�が話す5容をWS ��ッフの学生

がwきAった「つぶやき」は 102 (であった。「記憶の

旗」は5容によって 5 ²（G�-Õ、体Ø・7z事など-
Ú、Ò災・W全-Ä、®�Â�-©、+§・+h-¥）にQ

り分けられており、その5»はµÝのÊりである。&の

被災地で行うワークショップでは"±的に、G�（-V、

bG、地Gなど）をµすÕの旗が最も多く、約<数Çく

を>め、それに�いで体Øや7z事をµすÚ²の旗が多

くなる/Hにある。しかし大沢地区における旗の本数の

5»を¹ると、"±的な/Hとは大きく�なることがわ

かる。ま	、最も多いのが体Øや7z事をµすÚ²の旗

であることがl�られる。また、&の地域ではあまり多

く¹られない、+§や+hなどに関する記憶をµす¥の

旗が多いこともl�られる。 
「記憶の旗」と「つぶやき」を模型·作¡Mの震災前

の°空6�上にプロットすると、G�をµすÕの旗は集

Fを成さないが、その�かのÚ²の旗やつぶやきなどの

記憶は、"つの点に¸数の記憶が集まっている点を�¼

できる。 
 

G．#B
��9�A/ 
G−１．A/�)	B��(0 
 プロットしたNを¹ると、記憶が"点に多く集まって

表 1 大沢地区の旗の本数の内訳と他 4地区注 2)の内訳の比較 ⼤沢
カテゴリー 旗色 合計数(全体) 他４地区の平均

名称 青 231 (28.6%) 859.75 (55.2%)

体験・出来事など 黄 282 (34.9%) 455 (28.6%)

防災や安全に関する事項 赤 42 (48.2%) 35.5 (2.3%)

自然資源や緑に関する事項 緑 71 (8.8%) 169.5 (10.9%)

伝統・伝承など 紫 181 (22.3%) 47.25 (3.0%)

807 1557合計図 1 大沢地区の位置と被災前後の様子 
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いる場所が存在することがわかる。�とつの場所に多く

の記憶が集まるクラ��ーがあると­�、記憶のクラ�

�ー;を行った。前Èのよう大きなクラ��ーもあれ�、

�とつの場所に�とつの記憶だけが£づけられるような

\さなクラ��ーもある。これらをÆま�て、模型上に

集められた記憶をクラ��ー;し、2012 年 8 月の°空

6�に重ねたものをN 2に�す。Õの旗（G�）とそれ

に関連する記憶の数によってクラ��ーの大きさを分類

し、「記憶の旗」と「つぶやき」が 10個以上集まる場所

を「大」、5〜9個を「中」、1〜4個を「\」という３段階

の大きさの円で�し、「大」には記憶の旗数、つぶやき、

そのF計を、「中」、「\」にはF計だけをµ記した。クラ

��ーの数としては、「大」が 8 箇所、「中」が 6 箇所、「\」

が37箇所の計51箇所のクラ��ーが¹7された。 
 

G−２．A/�)	B��(0��
+����� 
最も大きなクラ��ーとなったのは町屋敷であり、記

憶の旗が 37、つぶやきが 12、F計 49の記憶が集まって
いる。町屋敷とは、昭和三陸津波の集団移転1のG�で

あり、家々が密集して立ち並ぶ大沢地区のメイン�ト�

ートであった。町屋敷には-Vだけでなく、「千葉円商b」

や、「豆腐屋」、「た�ぽぽ（床屋）」などの旗も立ってお

り、商�の場となっていたことが読みAれる。町屋敷の

Çくには「マ�ニ」という�ーパーがあり、町屋敷と同

じく「大」のクラ��ーに分類されている。記憶の旗が

16、つぶやきが 6、F計 22の記憶が集まっている。「Í

菜、|物、魚から服まで何でも買�た」という旗からも

分かるように、商�の中心地であったことが読みAれる。

また、「Ù校のときバイトしていた」、「Ù校バイトの労働

時間が 18 時間」などの旗もあり、商�の場であるとと

もに、地域-�の雇用の場でもあったことが分かる。震

災後、町屋敷、マ�ニの跡地は双方とも、復興事�の�

トックヤードとして利用されており、震災前の場所性は

失われている。 

航空写真 :Google Earth　Image © 2022 Maxar Technologies

〈記憶の旗〉（青）に寄せられた〈つぶやき〉と〈記憶の旗〉（黄）の数の合計による円の大きさの変化を以下に記す。

１０個以上 ５個～９個 １個～４個

凡例
名称
総数

記憶の旗数 つぶやき数

黄：体験・出来事つぶやき 赤：防災・安全 緑：自然資源 紫：伝統・伝承
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 「大」クラ��ーの中で場所性が失われた/の)とし

て�場浜がl�られる。�場浜があった場所には現在Ù

さ 11mのÒy=が建ºされ、�浜は失われている。�場

浜での記憶を¹ると、「\さいこ�はここでtいでいた」

などのような、ここでtいで��だ記憶が多く¹られた。

また、「�ニ、�ワ�がYれる」、「���がとれてた」な

どのように、多くの生物が生Pしていた�浜だったこと

も読みAれる。 
 
G−F．A/�)	B��(0��
8%�5��� 
大沢地区はÞ 所でvに¬しており、�場浜での記憶

は前ÈしたÊりである。その"方で大沢��に関しては、

「ハ は生かしたまま�トラで市場へ」、「?は 37 年間
�Hをしていた。�は 38 年間g島�でまかないをして
働いていた。」などという��に関*する記憶や、「£り

をした」などv©での活動もあったことがわかる。さら

に、「u�りをここから¹ていた」、「je�で神�が浜に

zて街へ」という記憶から、v©の空間も+§行事の中

で深い関わりをWっていたことが読みAれる。大沢��

も大きな被害を受けたが、震災前から続く「大沢�」、「g

島�」という#つの�元が現在でも��を続けており、

気仙沼で行われる����の¯となるイワシを多くr\

�している。また、現在でもこのv岸で£りをしている

人も多く¹られ、震災前の場所性は継hされてる。 

 
G−G．,$��@�*6&"�7. 
 模型ワークショップのm�でÈ�たÊり、大沢地区で

は+§や+hなどに関する記憶をµす¥の旗が&の地区

にq�て多いことが�eとしてl�られる。その5容を

¹ると、「お神�さまがお�いする所」、「µ月Ý日にzÍ

神�のお�り」などという�りなどの+§に関する記憶

もあるが、「上川�」、「屋敷/家」などのような屋号が¥

²の旗の大部分を>めることがわかった。屋号とはそこ

に-�"^や"¤をkして言う�号であり、大沢地区で

は全ての家^にもれなく屋号が'けられており、-Vと

そこに-�家^を屋号でI�していた。記憶の旗として

集まった屋号は 133 (であり、大沢地区の震災前の#`

数 188 #`のうち約 70.7Ûが収集されたことになる。収

集された全ての屋号とwr¡MをプロットしたものをN

4 に�す。プロットした屋号のうち、%L���ン�で

きた方の屋号を#重hで、津波の被害がない、またはD

なく移転していない屋号は©²のhで�す。収集された

133の屋号のうち、34の屋号が移転
	に震災前の場所

に}まっている。大沢地区の屋号を¹ると、屋号は�の

ようにいくつかの分類に分けることが6�であり、それ

�れの数もFわ
て以下にµ記する。 
�「屋敷/家」のように、_存の屋号に/家がついたも

の（22） 

おじいちゃんの家。津波で流されてしまった。

柴木祭りのとき、町屋敷で太鼓たたいた！

明治、昭和津波の後に、湊のほうから徐々に町屋敷に引越して行った。

角の家の屋根がトラックに壊されたため国道をつけ変えた。40数年前。

虎舞では太鼓なども出ていた。

虎舞と神輿が町屋敷を行進していた。なかなかの迫力があった。

お祭りの飾りを畑にさすと豊作になるといわれている。

婦人会の手踊りのとき、トラックに花や太鼓、スピーカーなどの飾りを
付ける。

昔は夏祭りを、川尻広場でやったり町屋敷でやったりしてた。盆踊りの時
は仮装大会があって、百姓とかお嫁さん、お婿さんの仮装をしてて、おも
しろかった。

柴木祭りの際、祖父、父と代々、１本下駄と天狗の面をかぶって天狗様
になっていた。伝統的に代々続いている。

クリーニング屋のフランセが町中を走り回っていた。今土曜日に仮設住
宅に来ている。

町屋敷一帯は40年以上前に新しく所帯を持った人が家を建てた。
分家が多かった。

(Y)５台あるタクシーやってた

(Y) お伊勢さまが行ったり来たり(Y) 盆踊りで仮装大会やってた

(Y) 虎舞の人がここに住んでいた

(Y) ラジオ体操の集合場所

 (Y) 柴木祭りで太鼓やってた

(Y) 実家

(Y) 郷土の歴史家

 (Y) 自転車の練習をした

柴木祭りの前にここで飾り
をつける準備

(Y)

(Y)

(Y)

(Y) (Y) 震災後ここで盆踊り

 (Y) お神輿の休憩

 (Y) お伊勢さま中継点

 (Y) テング

 (Y) 天狗様 ( 代々 ) 柴木祭の時は

 (Y) 大工さん

(P) 皆場

(P) ヤマサ

(P) かつや新屋

(P) 春日屋

(P) 五十番

(P) 曲屋

 (P) 井戸端

 (P) 町屋敷

 (P) ヤマキ

 (P) カジヤ

 (P) 竹の脇別家

 (P) 酒屋

 (P) 富士屋

 (P) カネキ

 (P) 角倉

 (P) カネニ

 (P) ヤマイチ

 (P) 下小林

町屋敷

角の家の屋根がトラックに壊
されて国道をつけかえた

クリーニング屋フランセが配
達のために町中を走り回ってた

部落での盆踊り、楽しくて
にぎやかだった

浦祭は漁師が乗るのさ。自分も乗ったよ。

定置網の船に乗っている人達が夏に多くの提灯を吊るしていた。

コンクリートの海岸は砂浜だった。

アワビ・タコ・アサリなどを子どもの頃とっていた。タコの巣があった。

浦祭りは昔カツオ船などの大型の船で行っていたが途絶えてしまった。

材木を搬出する船がおすわ様の提灯をぶら下げるワイヤーを切断した。

大沢の船はほとんどが参加していた（3～ 40隻）

浦祭りは一度しぼんだが震災前に復活してた。Ｉさんが復活に注力してて、
震災後にも１回やった。

浦祭りで船に乗せてもらった。漁港にはクレーンが２台あって、大漁旗
を吊るしてた。小学生とかは結構船に乗せてもらってたと思う。

浦祭はいろんな地域にあった。時期は決まっておらず暇な時期にやる。
他の地区ではよくやっていたが、大沢では聞いたことないなぁ…

浦祭りは大漁祈願を目的とする。沖へでて、「ゴザ船」という木製の小さ
い船にお米やお酒や野菜、お金や魚を乗せて流し、海の神様に奉納する。

けっこう海釣りをして遊んでいた。子どもの頃、玉砂利の海水浴場で遊ん
だ。監視員がいた。釡石下の人は漁港の浜で泳ぐことが多かった。

大沢漁港は魚が多く釣れるところだった。カツオのエサであるイワシを獲
る船は大沢網のもので13人乗りくらい。朝４時から獲り始め、1～2時
間で帰る。年間では水揚げがあんまり多くない。個人の船が多い。大沢は
漁業の町。若い人は遠洋漁業、年配の人は大沢網が多い。

子供の頃大沢漁港ではアサリやタコをよく採ったよ。大沢港にかかる提灯
は定置網の人たちがかけた。ずっと昔、家が建てられる前の大沢漁港付近
では、花火があげられていたなぁ。

漁港は自分が20歳くらいの時にできた。だからできてから20年くらいだな。

夫は37年間漁師をしていた。 私は 38年間松島網でまかないをして働いていた。

(Y) お正月に花火を上げていた

(Y) 浦祭りをここから見ていた

(Y) 釣りをしてた

(P) 浦祭り

 (Y) こいのぼりもワイヤーでつるした

 (Y) 大網に魚を買いに来てた

 (Y) クレーンで大漁旗をたらしてた

 (G) ここに３、４つ島があった

 (P) 柴木祭で神輿が浜に来て街へ

 (Y) ここで BBQした

 (Y) 浦祭りをここから見る

 (Y) ハモは生かしたまま軽トラで市場へ

大沢漁港

子どもの頃、皆場浜では監視員の目を盗んでよくアワビやウニをとったよ。

皆場浜でアイナメ（地元ではネウと呼ぶ）釣りをした。夜はドンコを釣った。

わかめの開港のときは皆場浜の砂利でわかめを乾かした。 大沢の堤防の海のところで幼い頃にアサリ狩りをしたり、漁船のアワビ
を盗ったりして遊んでいた。今は海に潜ったり遊んだりしている子ども
たちが少なくなってしまった。

(Y) 泳ぎながらウニ・アワビ食べてた

(G) アサリとれてた

(Y) 足元に小魚がついていた

(Y) 温泉つくった

 (Y) 砂利の浜

 (Y) 遊泳禁止だが中学生になると泳いだ

 (Y) 小さいころはここで泳いでいた

(Y) ウニがたくさんいた(G) ここまで泳いできた

(Y) 海がひいたらここまですぐ行ける

(Y) 泳いで遊びに行ってた

 (Y) 子供がウニ・アワビ食べてた

 (Y) カモシカがいたこともあった

(G) アサリはいるけど食べられない！

(Y) 昔はここに降りられた

(Y) アイナメ釣りをしていた

(Y) もっとなだらかだった

 (G) ウニ、アワビがとれる

 (G) 深い穴があり、アワビがとれた

(Y) プライベートビーチみたいだった

 (Y) 砂浜があった

 (Y) 孫が来たらテトラポットで遊んだ

 (Y) 昔テトラがあった

 (Y) ロの字のテトラポット

 (Y) ウニ、アワビが採れる

 (Y) 波で削られるからテトラできた

皆場浜

(Y) わかめの開港のときは砂利
でわかめ干した

マルニには歩いたり自転車で行く。今の人が３代目。歴代の社長がやり
手の方で、今では何店舗かある。

(Y) 福箱がすごい豪華！！

(Y) バイトの労働時間が18時間

(Y) 丈夫でいいスーパーの買い物袋

 (Y) かき氷シロップかけ放題

 (Y) 中学生でもバイトしてた

 (Y) 高校のときバイトしてた

 (Y) 家から３分でいけた

マルニの自販機はクワガタ、カブトが集まるところで、よく拾いに行っ
てた。採りに行くんじゃなくて拾いに行く感じだった。近くの側溝に
はお金も結構落ちてた。

プチトマトというマルニの前に出ていたお店が安くておいしかった。

マルニは大沢の人が社長で、他の地区から買物に来てる人もけっこう
多かった。盆、正月は前の道が渋滞する程だった。

マルニは元々北側の道路を挟んだ対岸にあり、もっと小さな店だった
んだよ。野菜と魚を置いてた。肉は置いていなかった。

大沢の高校生は大抵マルニでバイトする。夏休みにバイトして各々欲
しいものを買ってた。

マルニ

(Y) 初めは、社長がチラシを
手書きしていた

(Y)「スペシャル」だとかき氷の
上にソフトクリームが乗る

(Y) ラーメンもあった
（みそラーメン）

(Y) わかめラーメンには、
手を出せなかった

(Y) 外でイカなどをたたき売り
していた

(Y) 野菜、果物、魚から服まで
何でも買えた

(Y) 部活帰り、カフェオレと
いんげん買う

(Y)ソフトクリームおいしかった。
百円と百五十円

(Y) 100 円と 150円のソフト
クリームの盛りが違う

図 � H4の����!の% 
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航空写真 :Google Earth　Image © 2022 Maxar Technologies
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名前(敬称略) 性別 年齢 屋号 内容

K・T 男性 60代  多

・みんな震災前と同じ屋号を今でも使っていて、屋号を⾔えばどこの誰かわかる。
・屋号でその⼈のルーツがわかるような場合もある。
・震災で⼀度屋号が途切れかけたが、わかりやすい⽬印としてまた使われていくと思う。
・⼈が多くない集落だから、密な付き合いの中でこそ使われるものかもしれない。
・かつてから⼀族で使われていた屋号を会社の屋号としても採⽤した。
・近所付き合いがあるので、移転して表札がなくても屋号がわからなくなることはない。

Y・M 男性 70代 ⾓倉

・震災前の家には名字の表札と屋号の表札をつけていた。
・町屋敷の交差点に⾯する⾓地に⼤きな倉を持っていた事から「⾓倉」と屋号がつけられた。
・屋号がつけられたのは明治時代あたりだと思う。
・集団移転先の宅地の割り振り話する際に、「⾓倉さんは⾓地にいた⽅がいい」と⾓の宅地を
譲ってもらえた。
・新しく世帯を持った⼈は「○○別家」と屋号がつく。
・お寺の位牌には屋号が書かれる。

I・S ⼥性 60代 古今

・震災前には屋号電話帳というものがあった。
・屋号電話帳には、名前、住所、電話番号とともに屋号も載っていた。
・⼤沢地区だけでなく、唐桑町全体で屋号は使われている。
・震災で屋号電話帳の多くが流されてしまったが、⼤沢に残った⼈の分を集計し、独⾃の屋号
連絡帳を作ってほしい⼈には配った。
・独り住まいが増え、若い⼈はあまり屋号を使わないので、使う機会が少なくなっていくかも
しれないが是⾮残していきたい。

Y・T ⼥性 70代 せいはん
・かつてから⽊材を加⼯する⼯場を持っていたので「せいはん」という屋号がついた。
・屋号は⾃分でつけるのではなく皆さんにつけてもらっていた。

Y・T 男性 40代 せいはん
・３代ほど前（100年前）くらいからせいはん。
・震災後に同じ場所に製材所を⽴てたが、もしなかったとしても皆「せいはん」と呼ぶと思
う。

T・K 男性 80代 ⼤⼊

・かつては財⼒的な⾯で屋号のつながりが必要だった。
・本家から分家した別家や新屋は本家とのつながりが強く、⼀族の繁栄のために本家や別家、
新屋が意識されることが多かった。
・現在ではそのような必要がないこともあって使われなくなってきていると思う。
・地区の⾏事での席順などは屋号で書かれることが多かった。

T・E 男性 50代 ⼤⼊別家

・昭和や明治などの過去の津波で移転した⼈たちも屋号と共に移転していると思う。
・唐桑町内で同じ屋号を使ってる場合もある。
・例えば、もともと川の近くに住んでいたから「川端」という屋号が、川のないところに移転
したとしても屋号は変わらない。
・地区内に同じ名字が多いから、下の名前で呼ぶか、屋号で呼ぶかのどちらか。
・仕事で使われる顧客名簿には屋号が⼊っていたが、最近では若いアルバイトたちはわからな
いことが多いので、本名を確認することも増えた。

T・Y ⼥性 70代  悠

・「別家」というと「本家」から財産を分けてもらっているようなものなので、両者の関係性
は変わりつつある
・昔からある家には屋根⽡の上に屋号を掲げていたり、⾨に屋号の表札を出している家が多
かった。（図６）
・かつては⼟地や地形の特徴から屋号をつけていたが、最近ではおじいさんの名前の頭⽂字を
取ってつけるというようなことが多い
・屋号をつけるときには屋号に意味があるが、時間が経つと単に家を⽰す記号のようなものに
なる。

T・K 男性 70代 千葉保険

・仕事としてやっていた「千葉保険」をそのまま屋号として使っている。45年ほど前から。
・保険業は本名で把握している。
・震災がなかったとしても屋号は徐々に使われなくなっていたと思う。
・若い⼈は特にあまり意識していないと思う。
・分家が多くなると、「〇〇⼀別家」、「〇〇⼆別家」、「〇〇三別家」…と続く
・使われなくはなっているが、同じ名字が多く識別に役⽴っているから完全になくなることは
ないと思う。

H ⼥性 80代 保領別家
・保領別家としては2代⽬で、本家から数えると4代⽬。
・新屋の別家にあたる。
・⼦供たちは屋号を使わないし分かっていないと思う。

表 � ��� �J8の�と�。。  
震災前の屋号の使われ方に関する内容、震災後に屋号を使っている内容、屋号を使わなくなっている内容 
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�「大工屋」、「¡屋」などのような、生�を屋号にした

もの（18） 
	「上川�」、「下川�」、「1�の前」、「1�の�」など

のように、_存の屋号にZ­½、ZE½がつくもののう

ち、/家を¥くもの（9） 

「<の下」、「$)橋」などのように、地Gや地形など

から屋号がつけられたもの（21） 
�「  (やまに)」、「  (かねき)」のような記号を用い

たもの（13） 
筆者らは地震とそれに伴う津波によって地区の約

75Ûの-戸が被害を受け、ÙC移転している大沢地区に

おいて、屋号の震災前後での(われ方の変;に注目した。

屋号は"^についてI�するものでありながら、その"

^の-�でいる場所や-Vまでkすものとなり、屋号で

µされる空間が形成されていた。集団移転によって-戸

の,¬が移動すると、屋号とその場所の空間的なつなが

りが失われる"方で、"^とそのI�である屋号の関*

性は失われないと­�、大沢地区において 2022年 6月
25日から 27日にかけて���ン�¿}を行なった。¿

}では�のような´Uの�;を用Qした。 
・かつては日K生活で屋号を用いたコミュニ�ーション

があり、%でも(うことがある 
・かつては日K生活で屋号を用いたコミュニ�ーション

があったが、%では(わない 
・屋号があったことは~っているが、日K生活では(わ

なかった 
・屋号があったことを~らない 
%Lの���ン�¿}では 10 人の方にお話を�くこ
とができた。L�は、10 人の方全て、「かつては日K生

活で屋号を用いたコミュニ�ーションがあり、%でも(

うことがある」であった。さらにお話を&うと、移転し

た-戸にも全て屋号がつけられており、移転前にその#

`で(われていた屋号は、移転した#`とともに移動す

ることが分かった。%L���ン�を行った 10 Gの方

について、震災前後での-戸（屋号）の移動を現在の°

空6�に重ねたものをN 5に�す。%Lお話を&った 10
Gの方のうち、1 G（千葉保§）のみ、津波の被害がD

なく、移転
	に同じ場所に%でも-�でいるが、それ

以>の方 はÙC移転に伴って屋号とともに移-してい

る。屋号を(ったコミュニ�ーションについて�きAり

を行なった5容をµÞにまとめて�す。震災前の屋号の

(われ方に関する5容は©²、震災後に屋号を(ってい

る5容はÄ²、屋号を(わなくなっている5容はÕ²で

�している。震災前の記憶に関して、「行事などでのI�

にも屋号が(われていた」、「屋~|や¤に屋号を[�て

いた」というように屋号が目に¹�る形で存在し、日K

生活と密Zに関わっていたことが分かる。また、現在で

もG前よりも屋号でI�だ方がわかりやすいという5容

をはじめとして、震災後に屋号«話Jを®作したり、V

地の0りXりで屋号がMきFいに7されたりすることか

らも現在の屋号を(われ方が分かる。 
大沢地区においてこれ�どまでに屋号が用いられてき

た�bとして、大沢地区に-�-�のうち、同じG@を

Wつ家が多いことがl�られ、G@でI�すると�らわ

しいため屋号でI�する�Sがoっている。震災前にお

ける屋号は土地や生�、家^集団などと結びついたもの

としてGづけられ、それがÏく(い続けられることによ

って「場所の�イ�ンティティ」として¼�されている。

その屋号が復興の過程で変;
	に場所を移動したこと

で、「場所の�イ�ンティティ」が失われることなくrた

な土地で(い続けられることは大沢地区の復興まちづく

りにおいて大きなQ8をWっていると­�られる。 
 
H．�とめ 
以上、本研究ではワークショップで収集された記憶を

もとに、大沢地区における場所性をm7し、�に記憶が

多く集まった場所（クラ��ー）をV7することで、復

興事�によって.q.された地域の{sとのq�を行な

った。�に多く記憶が集まった場所の中で、大沢��に

関しては、かつてからつづくイワシ�やv岸で£りをす

る人が多いことから、場所性の継hがdOできることが

分かった。"方で、かつての場所性が失われている町屋

敷、マ�ニ、�場浜の 3  所については、そこにはどの

ようなかつての記憶が集まったかをtらかにした。 
また、上記のような記憶が多く集まる34的な性lを

Wつ場所だけでなく、-まいの構�の変;に関しては屋

図 6 住宅の屋根に掲げられた屋号（2022.06.26 筆者撮影） 
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11．．序序論論

11－－11．．研研究究のの背背景景とと目目的的  
�� 東日本大震災による被災地では復興事業に伴う住宅団

地の工事が���� 年 �月に完了した。東日本大震災におけ

る住宅再建では、��市町村 ��� 地区で住宅団地が整備さ

れるなど非常に広範囲にわたったこと、住宅団地工事が

完了するまでに �年という年月を要したこと、従前地よ

り高台に移転することが主流となったことが特徴として

挙げられる。東日本大震災では、従前地区が津波による

浸水被害によって多くの浸水エリアが災害危険区域とし

て指定されたことから防災集団移転促進事業（以下、防

集）による高台移転が主となった。しかし、防集を実施

することの大臣合意が下されてからも土地の測量調査結

果に伴う造成図面の書き直しや埋蔵物調査などが実施さ

れるなどの過程を経ることも多く、宅地引き渡しまでに

数年の年月を要する例が多くみられる。今回対象とする

大沢地区においても大臣合意認定が下りてから宅地引き

渡しまでに�年半から�年の歳月を要している。その間、

住宅再建を進めることが出来ないため、いかに有効に時�

間を過ごすかということは �つの重要な視点となる。ま

た、防集を含む復興事業は地域の基盤を形成する重要な

ものであり、住宅再建希望者だけではなく、地域の未来

を左右する大きな工事を伴うものであるといえる。その

ため、復興事業を用いながらも住民が納得し、復興事業

完了後も継続的に住環境を形成していくための基盤とす

ることが求められる。しかし、住民内の合意形成に加え、

市や市が委託する業者とのすり合わせ、住宅設計会社な

ど住環境形成過程で多様な対応が求められることとなる。

実際に移転地選択、造成図面・配置計画の調整、移転地

の各種設えの調整、住宅再建地の決定、住宅再建などを

経るため、住民にとっては複雑かつ不慣れな選択を迫ら

れ続けるのが現状である。�

筆者らは����年�月より大沢地区における復興支援に

携わり、復興に関する多様な課題対応に対する伴走者と

して現在まで携わってきた。その中で、防集による移転

候補地の選定や基本計画、各種設えの選択、そして付随

するものとして、住宅再建地の選択方法、まちなみに対

する意思共有、住宅再建に関することまで包括的に支援

防災集団移転促進事業を活用した住環境形成に関する 
住民・専門家協働の実践プロセスに関する研究 

－気仙沼市唐桑町大沢地区を事例として－ 

Research on the Practical Process of Collaboration between Residents and Experts in the Creation of 
Living Environments through Collective Relocation 

- A Case Study of Osawachi, Kesennuma City, Miyagi Prefecture-

○友渕貴之
���磯村和樹
���槻橋修
�

TOMOBUCHI Takayuki, ISOMURA Kazuki, TSUKIHASHI Osamu 

In this study, we organized the items to be considered in the formation of a living environment, and then described 
specific discussions. It then presented a series of processes related to the selection and planning of candidate relocation 
sites and housing reconstruction. The study then pointed out that housing reconstruction through the current 
reconstruction project is burdensome and complicated for residents, and advocated the need for a roadmap that would 
enable residents to actively engage in reconstruction. 

キーワード：東日本大震災�住環境形成�集団移転�住宅再建�集落�

Keywords: Great East Japan Earthquake, Creation of Living Environments, Relocation, Housing 
Reconstruction ,Village  

*1 宮城大学事業構想学群�助教・修士（工学）

*2 神戸大学大学院工学研究科�技術職員・博士（工学）

*3 神戸大学大学院工学研究科�准教授・博士（工学）

Assist. Prof., Faculty of Project Design, Miyagi University, Mr. Eng. 
Technical Staff, Graduate School of Eng., Kobe Univ., Dr. Eng. 
Assoc. Prof., Graduate School of Eng., Kobe Univ., Dr. Eng. 

号に注目し���ン�¿}をもとに分析を行なった。-

戸が移動するとそこに-�でいた家^と4に屋号も移動

し、屋号は現在でもコミュニ�ーション�ー�の"つと

して(われている。震災による-戸の�失などにより、

µfなどで屋号を[�ることはなくなったが、屋号は地

域-�のQ�にしっかりと~'いていることが分かった。

場所性は34的な場所の記憶だけでなく、-まいの構成、

ここでは-まいの3的なI�としての屋号の構成によっ

ても形成されているということが­Cできる。屋号をÊ

した土地へのR着があったこの地域において、地域空間

の中に存在する場所性は、屋号が(われなくなるととも

に�まっていく6�性があるが、その"方で屋号をoす

動きも¹られた。かつてより屋号を(ってきた-�がÙ

²;し、あまり屋号に°iみのない#%へと下っていく

中で、屋号の存在や|たすN0がどのように変;してい

くかをこれからも�Cしていきたい。 
その場所での記憶によって形成される地域の場所性は、

地域全体にxって大\n々な大きさのクラ��ーが重F

的に形成されていることが、クラ��ーの分GNから読

みとることができる。さらに­Cを深めていくために、

%L分析対Áとした´つの大クラ��ー以>の大クラ�

�ーや、中\クラ��ーを18したq�・分析をl�る。

また、記憶が多く集まった34的な性lをWつ場所だけ

でなく、-まいもまた地域の構�や場所性の形成に深く

関わっており、屋号のTわれ方の変;について分析を行

うことが地域の場所性を理解するためにx3であると分

かった。本�ではTわなかった屋号に関しても分析を進

めることを%後の課題としたい。 
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